
         
             

            
                 

                                                                
              

         
       

        
        

これからのシルクのために

for  the future
岡谷蚕糸博物館 開館 60周年
　　　　　リニューアルオープン10周年

〝
未
来
へ
の
礎
〟

　
　

岡
谷
市
に
蚕
糸
博
物
館
が
あ
る
理
由

蚕
糸
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
岡
谷
市
で

は
、
戦
前
よ
り
、
市
を
は
じ
め
市

民
の
み
な
さ
ん
が
、
全
国
的
に
も
貴
重
で

あ
る「
シ
ル
ク
」の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
る

こ
と
の
必
要
性
を
感
じ
、
蚕
糸
業
に
関
す

る
資
料
が
散
逸
し
て
し
ま
わ
な
い
う
ち
に

収
集
し
、
大
切
に
保
存
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
な
か
、
シ
ル
ク
岡
谷
と
言

わ
れ
た
蚕
糸
業
の
最
盛
期
を
担
っ
て
い
た

片
倉
工
業
株
式
会
社
が
、１
９
５
８（
昭
和

33
）年
に
、
諏
訪
市
の「
懐
古
館
」（
現
・
諏

訪
市
美
術
館
）
に
保
存
・
展
示
し
て
い
た

蚕
具
類
・
製
糸
機
械
類
な
ど
の
貴
重
な
資

料
を
岡
谷
市
に
寄
贈
し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
市
民
の
間
に
蚕
糸
博
物
館
建
設
の

機
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　
市
内
の
製
糸
業
者
が
中
心
と
な
り
、
全

国
の
蚕
糸
関
係
者
や
一
般
市
民
に
募
金
の

協
力
を
働
き
か
け
た
こ
と
も
大
き
な
力
と

な
り
、
1
9
6
4（
昭
和
39
）年
10
月
15
日

に
全
国
的
に
も
珍
し
い
蚕
糸
業
に
特
化
し

た「
市
立
岡
谷
蚕
糸
博
物
館
」が
開
館
し
ま

し
た
。
そ
の
後
は
、
博
物
館
と
し
て
の
役

割
を
長
く
果
た
し
、
岡
谷
市
の
蚕
糸
業
に

つ
い
て
、そ
の
歴
史
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

50
年
目
の
節
目
の
年
、
平
成
26
年

に
は
、
シ
ル
ク
に
関
す
る
研
究
を

行
っ
て
い
た
市
内
の
施
設
を
改
装
。
そ
の

場
所
に
移
転
し
、
民
間
の
宮
坂
製
糸
所
を

併
設
す
る
こ
と
で
、
博
物
館
の
見
学
と
同

時
に
工
場
見
学
も
で
き
る
施
設
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通

し
て
蚕
糸
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
、
全
国
的
に
も
類
い
ま
れ
な
博
物
館

と
し
て
、
今
日
ま
で
10
年
に
わ
た
り
、
蚕

糸
を
広
め
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

〈
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〉

館
長
に
聞
く
！

こ
れ
か
ら
の
蚕
糸
博
物
館
に
つ
い
て

　
「
常
に
生
ま
れ
変
わ
る

　
　
　
　
　
　
　

博
物
館
を
目
指
し
て
」

〈特集1〉

1昭和39年10月15日開館当時の蚕糸博物館外観
24条繰り諏訪式繰糸機

2広報おかや 8月号 2024

特集1 ◆ 岡谷蚕糸博物館 開館60周年・リニューアルオープン10周年

　
岡
谷
蚕
糸
博
物
館
は
、
昭
和
39
年
10
月
15
日
に
開
館
し
、
今
年
で
60
周
年
を
迎

え
ま
す
。
ま
た
、
平
成
26
年
8
月
１
日
に
現
在
の
場
所
に
移
転
し
、「
岡
谷
蚕
糸

博
物
館
︱
シ
ル
ク
フ
ァ
ク
ト
お
か
や
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
て
10

周
年
と
な
り
ま
す
。

　
改
め
て
、
岡
谷
市
の
歴
史
に
関
係
の
深
い
蚕
糸
博
物
館
誕
生
の
経
緯
と
、
こ
の

記
念
す
べ
き
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

1
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これからのシルクのために

岡谷蚕糸博物館
　　館長  髙林 千幸

　　
博
物
館
の
役
割
は
、資
料
の
収
集
保
存
、

調
査
、
学
術
的
研
究
、
企
画
展
示
、
刊
行

物
の
発
刊
、
お
客
さ
ま
の
ご
案
内
、
普
及

活
動
と
し
て
の
講
演
会
の
開
催
、
学
習
活

動
、
岡
谷
近
代
化
産
業
遺
産
群
の
伝
承
な

ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
そ
の
な
か
で
私

た
ち
が
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
子
ど
も

た
ち
へ
の「
カ
イ
コ
学
習
」で
す
。
お
蚕
さ
ま

を
育
て
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
経
験
か
ら

限
り
な
い
学
び
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
き

ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
、
郷
土
の

人
々
の
努
力
や
、
創
意
工
夫
を
し
て
産
業

を
築
き
上
げ
て
き
た
こ
と
な
ど
を
学
ぶ
こ

と
に
よ
り
、
郷
土
へ
の
想
い
・
愛
着
・
誇

り
が
芽
生
え
て
く
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
最
終
製
品
で
あ
る
織
物
の
製
織
工
程
ま

で
を
一
貫
し
て
見
ら
れ
る
博
物
館
に
し
た

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
蚕
の
飼
育
か
ら
繰

糸
、
織
物
の
製
品
化
ま
で
一
貫
し
て
見
る

こ
と
が
で
き
、
体
験
で
き
る
博
物
館
に
し

た
い
で
す
ね
。
体
験
し
た
こ
と
は
一
生
忘

れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
活
動
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は「
体
験
」だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
博
物
館
の
姿
と
し
て
、
展

示
内
容
や
行
事
の
充
実
を
図
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

が
大
切
で
す
。
お
も
て
な
し
の
心
で
お
客

さ
ま
に
接
し
、
ま
た
来
た
い
、
ま
た
体
験

し
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
リ
ピ
ー

タ
ー
や
S
N
S
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
、
一
人

で
も
多
く
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

　
海
外
か
ら
の
見
学
者
も
増
え
つ
つ
あ
り

ま
す
。
日
本
の
シ
ル
ク
を
知
り
た
か
っ
た

ら
、
ま
ず
岡
谷
蚕
糸
博
物
館
へ
、
と
い
う

場
所
に
し
た
い
で
す
ね
。

3開館当時の1階展示室6平成26年8月1日 リニューアルオープン式典
7宮坂製糸所での諏訪式繰糸機による繰糸
8エントランスの「岡谷市鳥瞰図」で学ぶ小学生

4足踏み式座繰りや揚げ返し、機織りなどによる体験学習
5令和元年企画展「草木染－山崎斌・青樹・和樹 三代の軌跡－」

博
物
館
の
将
来
像
・
夢
は
？

岡
谷
蚕
糸
博
物
館
の
役
割
は
？

来
館
さ
れ
る
方
へ
の
想
い
は
？

〈
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〉

館
長
に
聞
く
！

こ
れ
か
ら
の
蚕
糸
博
物
館
に
つ
い
て

　
「
常
に
生
ま
れ
変
わ
る

　
　
　
　
　
　
　

博
物
館
を
目
指
し
て
」

小学校でのカイコ学習のようす

3 広報おかや 8月号 2024
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写真で振り返る60年
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これからの
シルクの
ために セレモニーイヤーに

開催されるイベント

10/2 Wed 

8/22 Thu 〜 11/10 Sun

11/16 Sat・17 Sun
シルクサミット 2024  in 糸

し と

都岡谷
シルクサミットは、カイコ・シルクに興味を持ち、各分野で活躍している人々との意
見交換・情報交流・技術交流を進め、蚕糸技術の継承・普及、新たなシルク産業の
形成や文化の醸成に寄与することを目的としています。シルクの産地を巡り、年１回、
順番に開催していますが、本年は開館６０周年・リニューアルオープン１０周年を記念
して、岡谷市で１０年ぶり、４回目の開催となります。

日時・内容…１１月１６日（土）	午前１０時～　　 上映「シルク時空をこえて」
	 午後１時～　　　講演・発表　
　　　　　　１１月１７日（日）	午前９時～正午　近代化産業遺産めぐり
会場…………カノラホール 小ホール ほか
※詳細は、ホームページなどで随時公開

9/23 Mon 

Yumi Katsura トーク＆ファッションショー
〜シルクの魅力・ユミカツラの世界〜

日時……10月2日（水） 午後3時～６時（2時30分開場）
会場……カノラホール 大ホール （要申込み・聴講無料）
【地元高校生ステージ】 諏訪実業高校服飾科
【第１部 トークショー】
　「桂由美先生の心にふれて」  岡谷蚕糸博物館館長　髙林千幸
　「Yumi Katsura 59年のあゆみ」
　　ユミカツラクリエイティブチーム  藤原綾子さん、森永幸徳さん
【第２部 ユミカツラ・ファッションショー】
世界を魅了するユミカツラのドレスを、心ゆくまでお楽しみください。

企画展「Yumi Katsuraの世界」 岡谷蚕糸博物館 開館60周年・
リニューアルオープン10周年記念式典

開館60周年・リニューアルオープン10周年記念事業の
特別企画として式典を開催します。記念講演会として、
岐阜県飛騨市の都

つ づ く
竹市長をお招きして、講演していた

だきます。

「飛騨と岡谷ー糸ひき工女を通じた豊かな産業交流の歴史」
講師……岐阜県飛騨市長  都竹淳也さん
日時……9月23日（月・振休） 午後1時30分～３時30分
会場……カノラホール 小ホール （申込み不要・聴講無料）

ブランド推進室（岡谷蚕糸博物館内）
TEL 23-3489（サンシハク）

問合せ

岡谷蚕糸博物館
シルクファクトおかや

※入場には入場整理券が必要です。事前にお申し込みください
【申し込み方法】 往復はがきにて。定員を超えた場合は抽選。
　　　　　　　 結果は９月２０日前後に発送します。
(往信面記入内容)  岡谷市郷田1-4-8 岡谷蚕糸博物館
　　　　　　   　ユミカツラ トーク＆ファッションショー係
【申し込み締切】 ９月５日（木）必着
応募は１枚につき１名（本人のみ）。複数応募はご遠慮ください。

（往信表面） （返信表面）

（往信） （返信）

（返信裏面） （往信裏面）

岡谷市郷田
1-4-8
岡谷蚕糸博物館
ユミカツラ トー
ク＆ファッション
ショー係

ご自分の
郵便番号
住　　所
氏　　名

ご自分の
①氏　　名
②電話番号
③住　　所

この面には何
も記入しない
でください

（入場整理券・
結果通知を印
字します）

3 9 4 0 0 2 1

4広報おかや 8月号 2024
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日本の伝統美をシルクに託し、世界で挑戦し続ける
ユミカツラの作品の数々が岡谷に並びます。

【オープニングイベント】
　ユミカツラクリエイティブチーム  藤原綾子さん、
　森永幸徳さんによる展示解説
日時……8月22日（木） 午前10時〜
会場……岡谷蚕糸博物館 （要申込み・要入館料）
定員……30名
申込み…8月9日（金） 午前8時30分～（先着順）
　　　   電話にてお申し込みください。	 　

公式サイト Facebook instaglam



これからの
シルクの
ために

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13 武井武雄

1. 空のむこう（1964年）　2. 近くの世界 空（1950
年）　3. 夢を造る工場（1963年）　4.とけいのうた

（1974年）　5. 青の魔法（1964）年　6. おしくらま
んじゅう（1967年）　7. ひとりぼっちの人魚（1964
年）　8. 鬼（1958年）　9. 刊本作品No.84「平和
白書」（1970年）　10. かたちのうた（1955年）　
11. 五人の楽師（1977年）　12. 上方いろはかるた 
絵札（1974年）　13. ダビデの竪琴（1966年）

武
井
武
雄
の
世
界
に

　
　
会
い
に
き
ま
せ
ん
か
？

　
今
年
は
岡
谷
市
出
身
の
芸
術
家 

武
井
武
雄
が

生
ま
れ
て
１
３
０
年
と
な
る
年
で
す
。
改
め
て
、

〝
懐
か
し
い
　
け
れ
ど
　
あ
た
ら
し
い
〟　

〝
ほ
っ
と
す
る
　
け
れ
ど
　
ぞ
わ
ぞ
わ
す
る
〟

〝
知
っ
て
い
た
よ
う
で
　
知
ら
な
か
っ
た
〟

　
武
井
武
雄
の
世
界
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

〈
特
集
2
〉  

武
井
武
雄 

生
誕
百
三
十
年
記
念

5 広報おかや 8月号 2024

特集2 ◆ 武井武雄 生誕130年記念



武井武雄の世界
武
井
武
雄
は
1
8
9
4
年
に
平

野
村（
現
・
岡
谷
市
）で
生
ま

れ
ま
し
た
。
小
学
校
の
頃
に
は
す
で

に
絵
描
き
に
な
る
と
公
言
し
て
い
た

よ
う
で
す
。
諏
訪
中
学
校
（
現
・
諏

訪
清
陵
高
校
）
を
へ
て
、
憧
れ
だ
っ

た
東
京
美
術
学
校
（
現
・
東
京
芸
術

大
学
）
西
洋
画
科
へ
進
学
し
ま
す
。

美
校
で
は
黒
田
清
輝
、
藤
島
武
二
に

学
び
、
卒
業
後
は
洋
画
家
と
し
て
の

道
を
歩
ん
で
い
ま
し
た
。

　
大
正
時
代
中
期
は
『
赤
い
鳥
』
な

ど
、
質
の
高
い
子
ど
も
向
け
雑
誌
が

次
々
と
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

当
時
そ
れ
ら
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
絵
は
童
話
や
童
謡
の
単
な
る
添

え
物
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
画
家
た
ち
の

絵
も
上
手
で
し
た
が
、
片
手
間
で
、

真
に
子
ど
も
を
感
動
さ
せ
る
絵
は
多

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
武
井
も
生

活
の
た
め
に
児
童
雑
誌
に
絵
を
描
い

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況

に
不
満
を
抱
き
、“
子
ど
も
の
た
め

の
絵
こ
そ
芸
術
を
創
作
す
る
覚
悟
で

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、
子
ど
も
の
心

を
動
か
す
絵
は
画か

け
な
い
、
こ
れ
こ

そ
男
子
一
生
の
仕
事
に
相ふ
さ
わ応

し
い
”

と
、
童
画
家
と
し
て
生
き
て
い
く
こ

と
を
決
意
し
ま
す
。
因
み
に
“
子
ど

も
の
心
に
触
れ
る
絵
”を“
童
画
”と

呼
称
し
た
の
も
武
井
が
最
初
で
す
。

　
武
井
は
1
9
2
2
年
に
創
刊
さ
れ

た
、
絵
に
重
点
を
置
い
た
雑
誌
『
コ

ド
モ
ノ
ク
ニ
』
に
企
画
段
階
か
ら
関

わ
り
、
創
刊
号
の
表
紙
や
題
字
を
手

が
け
、
そ
の
斬
新
で
独
特
な
表
現
は

多
く
の
子
ど
も
た
ち
を
驚
嘆
さ
せ
ま

し
た
。
以
降
、
生
涯
を
通
し
て
『
キ

ン
ダ
ー
ブ
ッ
ク
』
な
ど
数
多
く
の
児

童
雑
誌
に
絵
を
描
き
、
日
本
中
の
子

ど
も
た
ち
に
愛
さ
れ
る
童
画
家
と
な

り
、
そ
の
表
現
の
卓
抜
さ
は
後
続
す

る
多
く
の
画
家
、
漫
画
家
、
絵
本
作

家
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
た
ち
に
多

大
な
る
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
童
画
家
以
外
に
も
武
井
に
は
、
詩

人
、
童
話
作
家
、
版
画
家
、
造
本

家
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
の
顔
が
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
童
画
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

版
画
や
刊
本
作
品
な
ど
も
芸
術
性
は

高
く
、
子
ど
も
の
み
な
ら
ず
大
人
を

も
魅
了
し
て
い
ま
す
。
イ
ル
フ
童
画

館
で
は
武
井
の
作
品
や
資
料
だ
け
で

約
7
0
0
0
点
を
収
蔵
し
て
お
り
、

３
か
月
ご
と
の
展
示
替
え
で
バ
ラ
エ

テ
ィ
豊
か
な
武
井
芸
術
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
生
誕
1
3
0
年
を
迎
え
た

今
、
改
め
て
そ
の
輝
き
に
出
会
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　「刊本作品」とは、絵画や彫刻と同様に本を芸術の対象と捉えて、武井により創作された本形式の作
品を称し、1935年から1983年に亡くなるまで139作品が生み出されました。武井は装幀、物語、印
刷方法、素材など制作の全てを指揮し、作品には一つとして同じ表現様式のものはありません。その
徹底したこだわりは随所に見られ、例えば『ナイルの葦』（No.108）では使用するパピルスを栽培から
始め、完成まで4年半もかかりました。これらの刊本作品は、その美しさから“本の宝石”とも言われ、
基本的には「親類」と呼ばれる会員だけが購入できる限定本でした。

刊本作品のセカイ

代表作品紹介
星曜日（1965年）  
この作品に添えられた詩で、武井は“星
曜日こそ星空の最も美しい日なのだ”
と記しています。思い思いに過ごす動
物たちが描かれ、そんなたわいのない
日々こそが幸せで美しいのだと教えて
くれる、温かさに包まれた武井のタブ
ロー作品です。　

赤ノッポ青ノッポ（1948年）  
1934年に朝日新聞に連載されたのが
最初で、昔話「桃太郎」の後日談として
描かれた創作話です。その後、複数の
大手出版社から発刊されるほどの人気
で、手塚治虫も心に残る作品の一つと
してその名を挙げています。

自画像  1910年

星曜日  1965年

赤ノッポ青ノッポ  1948年

刊本作品No.55「ラムラム王」1965年
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武井武雄　
童
画
と
い
う
言
葉
は
武
井
武
雄

が
1
9
2
5
（
大
正
15
）
年
に
東

京
銀
座
資
生
堂
画
廊
で
個
展
を
開

い
た
時
に
使
用
し
た
の
が
最
初
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
武
井
が
童
画
家

に
な
ろ
う
と
決
意
し
た
大
正
中
期

に
は“
童
画
”な
る
言
葉
は
な
く
、

認
知
も
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
云い

わ
ば
武
井
は
名
称
さ
え
存
在
し
な

い
、
得え

体た
い
の
知
れ
な
い
も
の
を
一

生
の
仕
事
に
選
ん
だ
の
で
あ
る
。

東
京
美
術
学
校
卒
の
エ
リ
ー
ト
で

あ
り
、
地
方
の
旧
家
出
身
で
あ
り

な
が
ら
、
芸
術
家
と
し
て
の
姿
勢

は
い
つ
も
冒
険
的
、
挑
戦
的
で

あ
っ
た
。
今
日
で
は
武
井
は
童
画

家
と
紹
介
さ
れ
る
。
い
や
「
童
画

の
父
」或あ
る
い
は「
童
画
の
神
様
」「
童

画
の
王
様
」
等
と
冠
さ
れ
る
こ
と

が
し
ば
し
ば
で
あ
る
。武
井
は「
童

画
」
を
定
着
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

逆
に
そ
れ
が
余
り
に
強
す
ぎ
て
、

武
井
＝
童
画
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

印
象
す
ら
あ
る
。
武
井
武
雄
の
美

術
館
に
務
め
る
人
間
に
と
っ
て
そ

れ
が
嬉
し
く
も
あ
り
、
時
と
し
て

悩
ま
し
く
も
あ
る
。
そ
れ
は
武
井

と
い
う
芸
術
家
は
そ
れ
だ
け
で
は

な
い
か
ら
だ
。
版
画
家
、
刊
本
作

品
の
制
作
者
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
童

話
作
家
、
詩
人
等
々
、
様
々
な
芸

術
領
域
に
挑
戦
し
て
お
り
、
ま
た

そ
れ
ら
の
開
拓
者
で
も
あ
っ
た
。

武
井
は
未
来
を
先
取
り
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
最
近
若
い
女
性
た
ち

中
心
に
多
く
の
武
井
信
者
が
誕
生

し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
時
代
が

や
っ
と
追
い
付
き
つ
つ
あ
る
の
を

感
じ
る
。
思
え
ば
、「
イ
ル
フ
」と

い
う
言
葉
も
武
井
の
造
語
で
あ

る
。
逆
に
読
む
と
古
い
と
な
り
、

ゆ
え
に「
新
し
い
」を
意
味
す
る
。

芸
術
家
と
し
て
の
武
井
は
前
例
主

義
的
、
因
襲
的
な
も
の
を
嫌
い
、

常
に
新
し
さ
、
革
新
を
求
め
た
。

ま
さ
に「
イ
ル
フ
」な
芸
術
家
な
の

で
あ
る
。

武井武雄  生誕130年記念
全国巡回展

武井武雄 幻想の世界へようこそ

　今年は、武井武雄生誕130年として、全国での巡回
展やさまざまなイベントを開催します。ぜひこの機会
に、市民のみなさんも武井武雄の素晴らしい作品に触
れてください。

イ
ル
フ 

童
画
館   

館
長
　
山
岸 

吉
郎

〈
コ
ラ
ム
〉

武
井
武
雄
生
誕
１
３
０
年
に
よ
せ
て

武井武雄シンポジウム
～武井芸術の真髄に迫る～

目黒区美術館	 　7月6日（土）〜8月25日（日）
石川県立美術館	　9月7日（土）〜10月6日（日）
一宮市三岸節子記念美術館
　　　　　　　10月12日（土）〜11月24日（日）

ブランド推進室（岡谷蚕糸博物館内）
　　TEL 23-3489（サンシハク）23-
イルフ童画館
　　TEL 24-3319

問合せ

JAZOO MANIA
サイクリングイベント　ジャズマニア

詳細・申込み
レンタサイクル
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武井武雄は自転車愛好家で、自転車の遠乗りイ
ベント「JAZOO MANIA」を主宰していました。
JAZOO MANIAを復活し、諏訪湖周をまわるサ
イクリングイベントを開催します。参加者には記
念Tシャツをプレゼント。

日時…11月2日（土） 午前9時15分～
内容…イルフ童画館をスタート。
　自転車で諏訪湖を一周します。
参加費…1,000円（傷害保険料込）
対象…小学校３年生以上
　（小・中学生の参加には保護者が同伴）
定員…25名（先着順）
持ち物…自転車（レンタサイクル歓迎）、ヘルメット
申込み…イベント、レンタサイクルともQRコードから

武井武雄について童画、版画、刊本作品など、さ
まざまな面から見た武井をテーマに対談、研究発
表を行います。

日時…9月15日（日） 午後1時30分〜
会場…カノラホール  小ホール
　　　（申込み不要・参加無料）
登壇者…
　松本猛さん（いわさきちひろ美術館顧問）
　竹迫祐子さん（いわさきちひろ美術館元副館長）
　名久井直子さん（ブックデザイナー）
　遠藤千恵子さん（白百合女子大学児童文化研究センター助手）
　山岸吉郎（イルフ童画館館長）
　河西見佳（イルフ童画館学芸員）
　犬塚奈々子（イルフ童画館学芸員）
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